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所属（ 秘書政策課 ）担当者（  ）内線（ ２７８ ） 

タイトル 

「第 7回宗像国際環境会議」開催 

概要（発表内容を簡単に記入してください） 

 

 海をメインテーマに地球規模の環境問題の解決を考える「宗像国際環境会議」を、10月23日（金）～

同25日（日）に開催します。7回目を迎える今回は「自然の摂理と生命の循環」をテーマに、持続可能

な社会と経済を新たに構築するための視点に立って、各分野の第一人者たちが議論します。 

 また新型コロナウイルス感染拡大防止のため、今年の会議は会場への一般参加は募集せず、専用ホー

ムページを通じたオンライン配信を行います。 

 

 今年「SDGｓ未来都市」に選定された宗像市。会議中の分科会では、地元企業等がそれぞれ実践する

「宗像版SDGｓ」について議論する分科会や、海ゴミの清掃活動に取り組む鐘崎の漁師や地元環境団体、

学生らが、それぞれの活動の課題や実情について議論する分科会など、より“宗像色が強い”プログラ

ムにも注目ください。 

内容（発表内容のポイントを記入してください。別紙資料でも可能） 

 

名  称：宗像国際環境会議 「常若～自然の摂理と生命の循環～」 

期  間：令和 2年 10月 23日（金）～同 25日（日） 

会  場：オテルグレージュほか 

視聴料金：一般 3,000 円 学生 1,500 円  ※一部、無料配信プログラムあり 

内容：（１）豪華講師陣による特別鼎談 

     中井徳太郎（環境省事務次官）、小川洋（福岡県知事）、川勝平太（静岡県知事） 

     星野佳路（株式会社星野リゾート代表取締役社長）、イスコ・モレノ（マニラ市長）など 

 

（２）分科会 

   ・「宗像版 SDGｓ～海でつながる人とまち～」（事前収録。詳細は別紙資料を参照ください） 

    日時：10月 12日（月）14時～ 

    会場：fabbit宗像（宗像市栄町２－１） 

   ・「常若な海をめざして～海ごみ問題徹底討論～」 

    日時：10月 24日（土）10時～ 

    会場：fabbit宗像（宗像市栄町２－１） 

    主な参加者：清野聡子（九州大学准教授）、地元漁業者、地元環境団体、学生など 

 

（３）フィールドワーク（①竹漁礁づくり、②漂着ゴミ海岸清掃）※関係者のみの参加 

日時：10月 24日(土)15:00～17:00  

場所：①鐘崎漁港 ②さつき松原海岸など 
 
など（詳細は別紙資料を参照ください） 

本件に関する報道関係者の方のお問い合わせ先（所属、担当者名、℡） 

宗像市役所 秘書政策課 吉武  ℡0940－36－1055 

 


